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学生に、各自のスマートフォンや PCのウェブブラウザを用いて、2次元平面上の任意の点をク

リックしてもらい、各学生がクリックした位置の全てを教員の画面でリアルタイムで確認できる

2次元クリッカー 2dc を開発した。本ツールは、2項目に関する回答を同時に得られるので、それ

らの項目間の相関をリアルタイムで見ることができ、回答を連続値で尋ねることができる、また、

事前事後の変化をアニメーションで見ることができるという特徴がある。
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1. はじめに

講義中に受講生の意見等を確認するツール

としてクリッカーを用いることは有効である

が、一般的には 10個程度のボタンで選択肢を

選ぶことしかできないという限界があり、ま

た集計結果を見るために専用のソフトが必要

だったりと、手軽さに欠ける問題もある。

本研究では、2 次元平面上の任意の選択位

置をリアルタイムで確認できる 2次元クリッ

カー 2dc を開発したので報告する。

2. ツールの概要

本ツールの構成は、図 1 に示すように、イ

ンターネット上のサーバを中心としたもので

ある。サーバ上では、学生のスマートフォン

上や PC 上で動作するウェブブラウザから送

信されてくる情報を集めるための HTTP サー

バが動作しているとともに、その情報を集

計して、教員用の画面（こちらも通常のウェ

ブブラウザで表示できる）に WebSocket プロ

トコル [Wikipedia (2015)]でリアルタイム送信

するWebSocketサーバ [Saran Chamling (2013),

むぎむぎ (2014)]も動作している。

学生が各自のスマートフォンや PCで、指定

された URI にウェブブラウザでアクセスする

と、ウェブブラウザ画面上には、図 1の下部に

示す画面のような、矩形範囲の任意の点をク

リック（またはタッチ）できる領域が表示さ

図 1 本ツールの全体構成

れる。タッチした点の x座標と y座標の値は、

デバイスの画面の大きさによらず、0から 300

の値を取るようにしてある。

また、教員用画面に表示される集計結果は、

D3.js [D3.js (2015), 古籏 一浩 (2014)] を用いて

可視化している。図 2 に示すように、全学生

がそれぞれ 2次元平面のどこをクリックした

かが一覧で表示されるようになっており、加

えて、2次元平面の領域別（左半分、右半分な
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図 2 リアルタイム更新されるモニタ画面（教師用画面）の表示例

ど）にその領域を選んだ人数が集計され、棒

グラフで示される。

これらの表示は、各学生がその時にクリッ

クしているデータに応じて、リアルタイムで

更新される。

3. 想定される用途例

本ツール 2dc では、2 項目に関する回答を

同時に得られるので、それらの項目間の相関

をリアルタイムで見ることができる、「はい

／いいえ」や「5段階」などではなく連続値で

尋ねることができる、事前事後の変化をアニ

メーションで見ることができるなどの特徴が

ある。本ツールを使って実施できる授業中の

サーベイとしては、一例として、以下のよう

なものが考えられる。

(1)講義の前半が終了した時点で、「今回、充

分予習してきたか」（左端：していない, 右端：

充分してきた)、「ここまでの授業は充分理解

できたか」 （上端：全く理解できない, 下端：

完全に理解できた) の質問に、2次元平面の該

当する箇所をクリックしてもらう。

(2) 「地球の半径を 1とした時に、月の半径

と火星の半径はどれくらいか」という問いに

対し、月の半径（左端が 0, 中央が 1, 右端が 2)、

火星の半径 （上端が 0, 中央が 1, 下端が 2) を

クリックしてもらう。

(3)「ロボットと人間社会」等の授業におい

て、授業冒頭で、「ロボットは人間に害を及ぼ

すか」、「ロボットは人間の役に立つか」への

回答をクリックさせる。授業の終了時に同じ

質問をして、学生が持つそれらの印象がどれ

くらい変わったかを、学生とともに確認する。

4. おわりに

特別なアプリ等をインストールする手間が

不要で、ネット接続さえできれば、2軸上の連

続値を選択して回答をリアルタイムで送信で

きる汎用性のあるシステムが構築できた。本

ツールはウェブ上 [喜多 敏博 (2015)]で公開予

定である。
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